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学部における「国内インターンシップ」の位置づけ

講義や実習で培った知識・技術を実社会で実践・検証する場



▶運用体制

指導教員 学生

インターンシップ
コーディネーター

受入れ先
（企業・自治体など）

成績評価

相談対応
インターンシップ

の実施

対応の連携

研修会の実施

プログラム提供

面接の実施

書類提出

面談実施

プログラム設計

書類（覚書）締結

活動フォロー

各種調整・書類管理

各種調整・書類管理

学部における「国内インターンシップ」の位置づけ



授業科目｜国内インターンシップ
授業形態｜実習
単位 ｜２単位/選択必修科目
開講時期｜2年生後期または3年生前期
対象学年｜2年生・3年生
授業概要｜主に県内の企業・団体・地域団体において1ケ月程度の

実践的な活動（インターンシップ）に取り組む。
具体的な目標をもって実務または実務に関わる実践活動に
臨むことで、さまざまな課題や問題を実体感するとともに、
社会人として求められる能力を的確に理解し、自ら考え
行動する力を身に付ける。

具体的なカリキュラム内容

活動時間の基準

時間以上140



（１）最後まで責任をもってインターンシップの活動に取り組むことが出来る。

（２）現状を把握し、周りとのコミュニケーションを取り、インターンシップで
達成すべき目標に向かい、自ら考え行動する力を養う。

（３）地域への関心を高めるとともに、ライフスタイルも含めた
地域・社会人との継続的な関係性を築いていく力を身に付ける。

（４）就業・職業観を醸成し、自身のキャリア選択を主体的に捉え、
考えていく力を養う。

具体的なカリキュラム内容

学習目標（身につける資質・能力）



具体的なカリキュラム内容

国内インターンシップの類型

学部開拓型インターンシップ 自己開発型インターンシップ

学部が提供するインターンシップ。
WEBサイトに掲載されたプログラムの
なかから、エントリー先を選ぶ。

受講生自らインターンシップ先を
見つけて受入れの調整等を行う。
但し、授業のねらいを満たすインターン
シップかどうかを学部内で審議したうえで
単位認定の対象とするか否かを決定する。



受講生の学習意欲を引き出す工夫

受講生の当事者意識と学習意欲をいかに引き出すか？！

選択必修科目のため受講生のモチベーションに差がある
高

低

・実践型のインターンシップがあると聞いて入学を決めた。
・自らの将来を定めるためのきっかけにしたい。
・就活に向けてのガクチカにしたい。
・選択必須科目なので、受講は仕方がない。出来れば受講したくない。
・そもそもカリキュラム設計に違和感。
長期休暇に講義（インターンシップ）を強いるのはどうなのか！？

※過去に学生から寄せられた声の一部



プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ
事後研修
成果報告 成績評価

経営者もしくは会社としてが本当はやってみたい
試してみたいけど、どうしても手が付けられない
将来の会社の新たな方向性に繋がる
本気のプロジェクトを若者と一緒に一定期間、
試してみる。

プログラムシートにまとめ、Webサイトへ掲載

本気のインターンシップのプログラム設計

受講生の学習意欲を引き出す工夫

http://www.miyazaki-u.ac.jp/internchiiki/members/internship/index.html


プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ
事後研修
成果報告 成績評価

WEBサイト インターンシップフェア

自らの意思でエントリー先を決定する

受講生の学習意欲を引き出す工夫



プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ
事後研修
成果報告 成績評価

エントリーシート 選考面接｜一人15分

インターンシップの受入れ可否は、企業・団体が判断する

受講生の学習意欲を引き出す工夫

やる気がない、受入れ先が求めること異なる目的を持っていると判断されれば、不採択になることも。



プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ 事後研修 成績評価

参加の動機付けと1ヶ月の具体的ミッションの“腹落ち”

プログラム例
・先輩によるインターンシップの体験プレゼン・パネルディスカッション
・身体表現ワークショップ
・目標設定ワークショップ
・ビジネスマナーおよび危機管理講座

受講生の学習意欲を引き出す工夫



プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ
事後研修
成果報告 成績評価

日々の学び・気づきを記録しながら、ミッション達成を目指し
インターンシップの活動に取り組む

・受講生は、活動日には必ず日報を記し、日々の活動を振り返る。
日報は、Googleスプレッドシートを活用し、受入れ先の担当者と指導教員とも共有。

・活動状況に応じて、中間モニタリング（コーディネーターが受入れ先を訪問。学生と
企業・団体の担当者とコーディネーターによる3者での面談）を実施する。

受講生の学習意欲を引き出す工夫



プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ
事後研修
成果報告 成績評価

他者と体験を共有しながら学びの深化に繋げる
受講者同士でインターンシップの学びや気づきを振り返ることで
自身のインターンシップの成果を確認するとともに
体験の言語化と意味付け、自己評価を行うことを目的とする。

関係者に向けて活動成果をプレゼン
プレゼン内容
・インターンシップのミッション（達成目標）
・活動内容および自身が成し遂げた活動成果
・インターンシップ前後の自身の意識や行動面における変化
・インターンシップの経験を踏まえた上での今後の展望

受講生の学習意欲を引き出す工夫



プログラム
設計 エントリー 選考 事前研修 インターン

シップ
事後研修
成果報告 成績評価

ルーブリック評価シートにより成績評価を行う
評価手段 内容 評価比率 評価者

平常点 各種研修会や提出物の提出状況、インターン
シップにおける態度や取り組み姿勢 20％

インターンシップ・
コーディネーター日報 日々の活動内容とそれを通じての

学び・気づきを記録したもの 10％

受入れ先からの
評定書

受入れ先の担当者によるインターンシップの
成果や取組みに対する評価 10％

活動報告書 業務内容と業務の達成度の整理、それに対する
自己評価、今後の展望をまとめたレポート 30％

指導教員
成果報告会の

プレゼンテーション
成果報告会にて、インターンシップの活動成果を

一人10分程度でプレゼンテーションする 30％

受講生の学習意欲を引き出す工夫



インターンシップの取組み事例

受入れ先
企業名 宮交ショップアンドレストラン株式会社

事業内容 土産物の商品開発から卸販売、レストラン・売店の経営等

インターン
シップの
導入背景

ソテツの実を使い、サルの顔を模した「南男猿」と呼ばれるキーホルダー。「難を去る」と言われ、厄除けのお守りとして親しま
れてきたが、団体客の減少などを理由に年々売上が落ちてきていた。今後も継続して販売していくためにも、今までにない売り方
を考え、新たなターゲットを確保するようなリブランディングの必要性を感じていた。そこで、本学部のインターンシップの導入
を決定。学生とともに新たな販売方法を検討することになった。

活動
ステップ

1st week｜・店舗での接客や営業動向をしながら、宮交S&Rの業務を学ぶ。
2st week｜・お客様や宮交S&Rの社員に「南男猿」のキーホルダーに関するアンケートやヒアリングを実施。

・アンケートやヒアリングの結果を集計・分析。
3st week｜・リブランディングのアイデアを練っては、担当者に提案…の流れをひたすら繰り返す。

・担当者からGOサインをもらったアイデアを社長に対してプレゼン
・採択されたアイデアをさらにブラッシュアップして、詳細を決定する。

4st week｜・採択されたガチャガチャのアイデアを実行するために業者に発注を
かけたり、必要な装飾・備品を作成。

・店舗にガチャガチャを設置し、お客様の反応や売り上げ動向を検証。

成果

・ガチャガチャ設置後２週間で約８０個を売り上げた。
・地元メディアにガチャガチャが取り上げられ、商品PRに繋がった。
・小さな子供たちや外国人など購買層が広がった。
・担当者からは「社員では出せないような企画を提案してもらったことで、
他の社員たちの刺激に繋がった」と好評を得ることができた。

70年親しまれる土産物を新たな客層へ
#マーケティング #販売方法の企画 #企画の実施・検証

実施期間 2月19日～3月18日（実活動日数｜20日間）

参加人数 地域資源創成学部2年生 / 2名



教育効果

1期｜2018年・春 67名
2期｜2018年・夏 18名
3期｜2019年・春 85名
4期｜2019年・夏 9名
5期｜2020年・春 71名
6期｜2020年・夏 15名
7期｜2021年・春 81名
8期｜2021年・夏 9名
9期｜2022年・春 85名

開講時期 受講者数

440名合計

学部全体の9割の学生が受講 成長を実感できた！

受講生の声/その後

・職業観・就業意欲の醸成
“働くこと”を前向きに捉えられるようになった
公務員から民間志望へ（逆もしかり）具体的なビジョンを意識するように

・学習意欲が高まり、授業態度が良くなった
・受入れ先との継続的な関係性の構築
インターンシップ終了後も、アルバイトやボランティア等で受入れ先と
継続的な関係を築いている



教育効果

「職場や地域社会で多様な人々と
仕事をしていくために必要な基礎
的な力」として経済産業省が
2006年から提唱しているもの。

社会人基礎力

インターンシップの前後で、社会人基礎力を自己点検シートを記入してもらい意識の変化を調査



教育効果

社会人基礎力の自己評価（インターンシップ参加前後）
●前に踏み出す力
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「優れている」と「やや優れている」を合わせた数値に着目したうえで、社会人基礎力のインターン前後の伸長を比較すると、
前に踏み出す力においては、主体性（＋23.8％）と12の能力要素で最も伸び率が高い。次いで、実行力（＋10.9％）であった。

＋23.8％ ＋9.9％ ＋10.9％



教育効果

社会人基礎力の自己評価（インターンシップ参加前後）
●考え抜く力

課題発見力
現状を分析し問題や課題を明らかにする力

計画力
課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力

創造力
新しい価値を生み出す力

■優れている ■やや優れている ■標準的 ■やや劣る ■劣る
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３つの能力のなかで相対的にみて、伸び率が高かったのは考え抜く力である。
課題発見力（＋16.0％）、計画力（＋13.9％）、創造力（＋11.2％）の伸び率であった。

＋16.0％ ＋13.9％ ＋11.2％



教育効果

社会人基礎力の自己評価（インターンシップ参加前後）
●チームで働く力

発信力
自分の意見をわかりやすく伝える力

■優れている ■やや優れている ■標準的 ■やや劣る ■劣る

傾聴力
相手の力を丁寧に聴く力

柔軟性
意見の違いや立場の違いを理解する力

状況把握力
自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

規律性
社会のルールや人との約束を守る力

ストレスコントロール力
巣路レスの発生源に対応する力
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相対的に見て、社会人基礎力の伸長
率が低かったのは「チームで働く
力」であった。

もっとも高い能力要素は、発信力
（＋8.5％）であった。

また規律性（＋0.4％）は、ほとん
ど伸び率が見られなかった。

＋8.5％

＋3.2％ ＋1.3％

＋3.2％ ＋0.4％
＋4.0％



考察

まとめ

課題

・自分で意思決定する場面や選考過程を設けることで受講生の当事者意識を引き出す

・受入れ先の企業・団体にも一定の成果が生まれるプロジェクト設計やきめ細かなサポートにより
高いリピート率を保持できている

・専任コーディネーターがいることで、円滑なインターンシップの運営を実現

・ケースバイケースの事案も多く手間がかかるうえに、運営による負荷が大きい

・新型コロナウイルス感染症による実習形態を変更
それに伴う“教育（学び）の質”の低下と受入れ先の負担増

・受講生がインターンシップの学びや気づきをリセットしない仕組みづくりが必要
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